
白井市地域公共交通計画　事業等一覧表 資料６

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ 現況値（R6） 目標値（R12）
①ルート及びダイヤの見直し 検討 広聴・周知 実施 民営路線バス 9.9回 9.9回以上

②祝・休日運行の導入テストの実施（オンデ
マンド交通等を含む）

検討・周知 実施 判断 （導入） コミュニティバス＋オンデマンド交通等 1.47回 1.54回以上

1-2 公共交通空白地への
対応

市 ①オンデマンド交通等の導入 検討・試行 広聴・周知 実施 民営路線バス(幹線系統) 72.2% 72.2%

1-3 民営路線バス網の維
持

バス事業者、
市

①民営路線バス網の維持 実施 コミュニティバス 12.1% 16.9％以上

①コミュニティバス運賃の見直し 検討・調整 周知 実施 オンデマンド交通等 - 11.9％以上

②オンデマンド交通等の運賃設定 検討・試行・調整 周知 実施 ③市民1人当た
り財政負担額

コミュニティバス＋オンデマンド交通等 1,324円 1,683円未満

①福祉タクシーの利用助成 市民（アンケート） 好意的回答の割合
22.3％※2

好意的回答の割合
30%以上

②福祉車両の貸出し

③福祉有償運送の充実（福祉有償運送実施団
体に対する運営費用等の補助）

実施 （次期高齢者福祉計画期間）

- ２件以上

白井駅（鉄道） 4,924人/日 5,170人/日以上

白井駅（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ＋ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通等） 31.8人/日 33.4人/日以上

西白井駅（鉄道） 6,629人/日 6,960人/日以上

西白井駅（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ＋ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通等） 42.9人/日 45.0人/日以上

市役所（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ＋ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通等） 17.2人/日 18.1人/日以上

全８拠点 全８拠点

市民（アンケート） 好意的回答の割合
12.3％※

好意的回答の割合
25%以上

コミュニティバス＋オンデマンド交通等利用者（車内
アンケート等）

- 好意的回答の割合
25％以上

3-1 地域が主体となる新
たな移動手段の導入

市、
市民、
企業・団体　等

①地域が主体となる移動手段の導入支援 検討・調整 周知・試行 実施（拡大） １件 ３件以上

3-2 地域にある輸送資源
（遊休車両等）の活用

市、
企業・団体　等

①地域が主体となる移動手段等における法人
等保有車両の間合い使用に対する支援

検討・調整 周知・試行 実施（拡大）

3-3 公共交通ドライバー
等の担い手確保に向けた
協力

市、
バス事業者、
タクシー事業者

①交通事業者との協働による採用イベント等
の実施

実施　 実施　 継続判断　　実施 実施　 実施　

①なるほど行政講座の開催（現置講座名：
「ねぇ、知ってる？みんなのまちの公共交
通」）

実施（随時） ２回/年 ４回/年以上

②公共交通の乗り方教室、利用増進イベント
等の開催

企画・調整 実施 実施 紙媒体種数 ２種類 ５種類以上

③公共交通の利用増進のためのＰＲ媒体の作
成・配布・配信

企画・調整 実施（作成） 実施（追加） 実施（追加） ＨＰ記事数 17記事 20記事程度

①交通事業者との連携・協働による沿線活性
化イベント等の実施

実施　 実施　 実施　 実施　 実施　

②北総鉄道の運賃・サービス改善に向けた連
携や働きかけ

実施（随時）

④交通機関の乗
継に対する市民
や利用者の満足
度

④交通利便性に
対する満足度

コミュニティバス＋オンデマンド交通等利用者（車内
アンケート等）

③サブ拠点へのバスルートの確保

②交通結節点と
なる駅・バス停
の乗車人数

①交通結節点となる駅やバス停の待合環境や乗継案内方法の改善数

基本方針

≪２≫
白井駅・西
白井駅・市
役所を交通
結節点とし
乗継機能の
強化を図る

1-1 コミュニティバスの
ルート・ダイヤの見直し

1-4 コミュニティバス等
の運賃の見直し

≪１≫
誰もが目的
に応じて便
利に利用で
きる公共交
通サービス
網をつくる

施策

②公共交通機関
の収支率

達成指標

好意的回答の割合
30％以上

-

1-5 移動に支援が必要な
人の外出手段の確保

市、
タクシー事業者、
市民　等

市

実施

①市民1人当た
り利用回数

実施主体
（スケジュール）

事業

≪３≫
多様な主体
の連携や協
働により公
共交通を補
完する

市

市2-3 駅における結節点機
能の抜本的強化に向けた
検討

シェアモビリティ
事業者、
市

2-2 交通結節点を起点と
したシェアモビリティの
整備

市、
鉄道事業者、
バス事業者

2-1 交通結節点となる駅
やバス停の待合環境、乗
継案内方法の改善

③公共交通に関する市民アンケート回答率 30％以上世帯27.4％
個人13.3％

⇒

①地域住民が共助を目的に構成する団体等が主体となる移動手段の導入
数

①乗り方教室、行政講座、利用増進、沿線活性化等に向けたイベント等
の開催数

④市内の観光・交流振興と公共交通の利用促
進を兼ねた広報活動の展開

３件以上１件②地域が主体となる移動手段等における法人等所有車両の間合い使用件
数

実施

②公共交通をＰ
Ｒする媒体の配
布・閲覧数

67,280回/年以上57,210回/年ＨＰ合計閲覧数

実施
企画・
調整　　　　実施

市4-1 市内公共交通ネット
ワーク、コミュニティバ
ス等のＰＲ

≪４≫
 公共交通を
最大限活用
し持続させ
るため利用
増進を図る

市、
鉄道事業者、
バス事業者

4-2 公共交通の利用増進
に向けた交通事業者との
協力

①交通結節点となるバス停等への屋根・ベン
チ等の新設・改修

②交通結節点における公共交通相互間の乗継
案内方法の改善

実施（拡大）①交通結節点を中心としたシェアサイクルの
導入・拡大

実施（検討）①「中心都市拠点・生活拠点づくり事業」に
合わせた結節点機能強化の検討

⇒

発注・実施

⇒

調整検討・

⇒


